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面倒だよねえ

若者と政治を結ぶ活動を行っている NPO 法人ドットジェイピー
熊本支部に所属する大学生と共同で制作しました。

大
学
生
に
選
挙
に
つ
い
て
本
音
を
聞
き
ま
し
た

投票できるようになります。
18歳。だから

、
７月の参議院議員選挙から 18 歳以上の若者が投票に行く

僕
ら
の
世
代
っ
て
選
挙
に

関
心
な
い
人
多
い
よ
ね
？

自
分
の
一
票
で
ど
う
暮
ら

し
が
変
わ
る
の
か
、
実
感

が
持
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
。

私
も
た
っ
た
一
票
で
は
何

も
変
わ
ら
な
い
と
思
っ
て

た
。
以
前
、
投
票
を
呼
び

掛
け
る
活
動
を
し
た
け
ど

若
い
人
の
反
応
は
良
く
な

か
っ
た
よ
。

な
ん
で
投
票
に
行
か
な
い

の
か
な
？

日
々
の
生
活
に
不
満
が

あ
っ
て
も
、ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
ま
で
は
考
え
な

い
し
、税
金
の
使
い
道
ま

で
気
に
し
て
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
。

投
票
日
の
前
に
投
票
で
き

る
期
日
前
投
票
も
あ
る
ん

だ
け
ど
ね
。

身近にきっかけ
があればなあ

熊本県市町村広報担当者による合同特集 Kumamoto Prefecture Public Relations Associati
on 合 同

特 集

松ま
つ
な
が永 

和
い
づ
み 

さ
ん

期
日
前
投
票
に
行
く
同
級

生
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な
い

よ
ね
。
期
日
前
投
票
を
知

ら
な
い
人
も
多
い
と
思

う
。
ど
う
し
た
ら
み
ん
な

投
票
に
行
く
ん
だ
ろ
う
？

身
近
な
と
こ
ろ
で
疑
問
を

感
じ
る
場
面
や
き
っ
か
け

が
あ
れ
ば
い
い
と
思
う

な
。

大
学
や
駅
、
ス
ー
パ
ー
な

ど
に
投
票
箱
が
あ
れ
ば
い

い
と
思
う
。
そ
れ
に
自
分

の
声
を
代
弁
し
て
く
れ
る

同
世
代
の
候
補
者
が
い
る

と
い
い
な
。

小お

の野 

奈な

な

み
々
実 

さ
ん

岩い
わ
も
と元 

誠せ
い
ご悟 

さ
ん

長な
が
の野 

大だ
い
さ
く作 

さ
ん

VOICE

NPO 法人ドットジェイピー
若年投票率の向上を目的に活動する NPO法
人。熊本を含む全国 21 支部のエリアで、大
学生スタッフを中心に議員インターンシップ
や投票率アップを図る活動を行っている。
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期日前投票と不在者投票

期日前投票とは、投票日に仕事や旅行などで投票できない場合、

選挙公示日（告示日）の翌日から投票日の前日まで、市町村の

役所などで投票できる制度です。不在者投票とは、不在者投票

の手続きをすることで、選挙期間中に名簿登録地以外に滞在し

ている人や病院などに入院している人が投票できる制度です。

　

県
内
の
投
票
率
は
年
々
下
が
っ

て
い
ま
す
。
前
回
の
衆
議
院
議
員

選
挙
の
投
票
率
は
約
50
％
、
特
に

20
代
の
投
票
率
が
３
割
を
切
る
状

況
で
し
た
。

　

投
票
は
、自
分
の
意
見
や
願
い

を
代
弁
す
る
人
を
選
び
、
自
分
の

生
活
に
反
映
さ
せ
て
い
く
一
つ
の

方
法
で
す
。
意
思
表
示
を
し
な
い

と
、
自
分
が
願
う
社
会
に
な
り
ま

せ
ん
。

　

若
い
人
た
ち
も
選
挙
に
行
っ
て

自
分
の
意
志
で
代
弁
者
を
選
ん
で

ほ
し
い
で
す
ね
。
投
票
は
政
治
参

加
へ
の
第
一
歩
。
そ
の
権
利
を
無

駄
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

私たちの
権利なんだね

若い人の投票率
は低いんだね

政
治
参
加
へ
の
第
一
歩

0
10
20
30
40
50
60
70
80

20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代〜

◆平成 26 年衆院選の年代別投票率
　（県内抽出調査による推計値）

熊本県選挙管理委員会

平
ひ ら は た

畑 雅
ま さ き

規 書記

初めての選挙に行くばい！

　

主
権
者
意
識
の
向
上
と
投
票
参

加
を
呼
び
掛
け
る
た
め
、
高
校
で

選
挙
の
出
前
授
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。一
部
の
高
校
で
は
期
日
前
投
票

所
の
設
置
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
な
ど
で
も
選
挙
を
話
題
に

し
て
若
い
人
た
ち
か
ら
関
心
を
高

め
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

20
代
の
低
い
投
票
率

投
票
で
自
分
の
願
う
社
会
へ

若
い
人
た
ち
か
ら
関
心
を
高
め
て

IN
T

E
R

V
IE

W

県
選
挙
管
理
委
員
会
に
聞
く

あなたの一票で新しい未来を  　     。

　一票くらいでは何も変わらないと
思うかもしれません。しかし、若い
世代が投票に行かないと、投票する
世代だけのための政策が重視されて
しまう可能性もあります。若い世代
が活躍できる未来のためにも、あな
たの声を政治に届けてみませんか。

あなたの一票が
新しい未来をつくる

投票率
（％）

18 歳。だから、投票に行く

28.5%
37.4%

47.5%

62.1% 64.3% 59.7%
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　雨の多くなる季節がやってきました。今年４月に発生した熊本地震の影響により本町に
おいても地盤が緩み、雨による土砂災害の危険性が通常より高くなっています。また、４
年前の７月には「これまでに経験したことのないような大雨」が、阿蘇市や南阿蘇・高森
などに甚大な被害をもたらし、多くの被災者を出しました。
　災害が起こりやすいこの時期、大切なのは、事前に備えておくことです。危険信号を知り、
気を付けておく、避難場所を確認し、いざというときにすぐに動けるようにしておくなど、
自分や家族、大事な人たちを守る備えをしておきましょう。

　町では、大雨や土砂災害発生の危険性があるときの避難場所として
下記の場所を開設します。

＜自主避難場所＞
　・南小国町役場　町民ホール

　・管理センター
　・りんどうヶ丘小学校　　⇒状況に応じて開設することがあります。
　・元気プラザ中原

　大雨警報発表時や夜間に大雨が予想される場合にあらかじめ自主避
難の呼びかけを行います。自主避難される際は、食料や身の回りのも
のを持参し、明るいうちに避難されるようお願いします。

＜避難勧告発令時の避難場所＞
　・南小国町役場　町民ホール
　・りんどうヶ丘小学校
　・元気プラザ中原

　・管理センター
　・市原小学校　　⇒　状況に応じて開設することがあります。
　・中原小学校

　※　避難場所については、その都度告知放送でお伝えします。

【南小国町の地区別避難場所】

早めの行動が

身を守る第一歩!!

危険信号発見!!

山地災害防止キャンペーン実施中!!

梅雨到来 !!梅雨到来 !!
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　「熊本県防災情報メールサービス」に登録すると、
最新の気象情報、避難情報などが即時に送信されます。
　このサービスに登録すると、次のような情報が送信
され、災害時の避難の備えとして役立ちます

【提供している情報】
　気象注意報・警報・土砂災害警戒情報・地震情報・ 
　火山情報・避難勧告情報・危機管理情報　など

【登録申し込み】
　「entry@anshin.pref.kumamoto.jp」宛に空メール
を送ると、登録用 URL がメールで届きます。その
URL にアクセスし、設定すると登録が完了します。
※インターネットからの受信を拒否に設定していると
登録メールが届きません。
※メール受信・拒否設定をしている人は
「bousaimail@anshin.pref.kumamoto.jp」の受信設
定をしてください。

　支援物資に頼るのではなく、自助（自分の身は自分で守る）を基本に、日頃から非常時の持ち出し品をリュック
などの持ちやすい状態で準備しておきましょう。一人３日分以上の食料その他を備えておくようにお願いします。
　災害時の避難には次のような品々が必要です。

危険信号を早めにキャッチ！

各家庭ですぐに動ける準備！

■問い合わせ　　熊本県　危機管理防災課　
☎０９６（３３３）２１１８

　災害は、いつ起こるか分かりません。昼間に起これ
ば、家族は仕事や学校と、それぞれ違う場所にいるこ
とも考えられます。家族がばらばらになった時の集合
場所など、子どもたちにも教えておきましょう。
　また、地域の人たちと山崩れや氾濫の恐れがある場
所や避難場所について話し合うことも大切です。実際
に自分の目でも確認しておきましょう。

普段からの連携！

【避難準備情報】避難準備を呼びかけるとともに、避
難行動に時間のかかる人が、避難行動を開始する段階
【避難勧告】人的被害の発生の恐れがある場合に早め
の避難を促すために出すもの
【避難指示】人的被害の発生する危険性が非常に高いと
判断された状況で、避難勧告よりも強く避難を求めるもの

※予防的避難
　深夜に大雨などが予想される状況において、危険の
差し迫っていない明るいうちに自主的に避難すること

避難に関する情報

□非常持ち出し袋
両手がふさがらないよ
うなバッグに、あらかじ
め持ち出し品を入れて
おく。

□飲料水
一人１日３リットルを
目安に。

□食料
保存可能で、火を通さず
に食べられるもの。

□携帯ラジオ
なるべく小型で軽いも
の。予備の電池も。

□応急医療品
ばんそうこう、包帯、薬
など。

□衣類・雨具・
　帽子（ヘルメット）
けが防止のため、夏でも
長袖長ズボンを。落下物
から頭を守るためのヘ
ルメットも。

□タオル・下着
タオルは清潔なものを
複数枚。

□ライター
火が付くか、確認を。

□ろうそく
太くて安定感のあるも
のを。

□懐中電灯
なるべく一人に１つ用
意。予備の電池も忘れず
に。

□軍手
がれきなどを除去する
ほかに、手の保温にも効
果有り。

□多機能ナイフ
ナイフや缶切りなど、さ
まざまな用途がコンパ
クトになっていて便利。

□ポケットティッシュ
用途はいろいろ。

□トイレットペーパー
芯を抜いてつぶしてお
くとかさばらなくてよ
い。

□貴重品・現金（小銭）
預金通帳、印鑑、健康保
険証のコピーなど。すぐ
に取り出せるよう、保管
場所を決めておく。

□生活必需品
メガネ、補聴器、コンタ
クトレンズ（洗浄液も）、
生理用品など、各自の必
需品を。

非常時の持ち出し品

6月は、土砂災害防止月間！
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花
婿
の
さ
し
か
け
日
傘
寿
舟　
　
　
　
　
　
　

穴
井
梨
影
女

初
掘
り
の
寒
筍
を
御
佛
に　
　
　
　
　
　
　
　

河
津　

悦
子

傘
寿
喜
寿
古
希
の
姉
妹
や
雛
の
宿　
　
　
　
　

河
津　

昭
子

切
通
し
抜
け
て
竹
田
や
雛
祭　
　
　
　
　
　
　

河
津
せ
い
子

野
火
走
る
人
も
走
り
て
遠
く
行
き　
　
　
　
　

河
津　

靜
子

山
々
に
老
鶯
鳴
い
て
そ
よ
ぐ
風　
　
　
　
　
　

川
西　

淳
子

鳶
ま
ふ
欅
大
樹
の
若
葉
か
な　
　
　
　
　
　
　

北
里　

富
男

見
あ
ぐ
れ
ば
親
の
尾
の
ぞ
く
烏
の
巣　
　
　
　

北
里
千
寿
恵

杉
の
葉
の
混
る
春
茸
を
籠
に
盛
り　
　
　
　
　

笹
原　

景
林

孫
ひ
孫
桜
の
国
に
帰
り
来
し　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
テ
ル
子

鶯
や
退
任
式
に
急
ぎ
足　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
渡　

節
子

こ
と
の
ほ
か
羽
あ
ざ
や
か
に
初
黄
蝶　
　
　
　

下
城　

た
ず

志
津
川
の
ゆ
る
き
流
れ
や
花
筏　
　
　
　
　
　

杉
野　

正
依

膨
ら
み
し
梅
の
蕾
に
も
ど
り
冬　
　
　
　
　
　

橋
本　

や
ち

囀
り
や
夫
健
や
か
に
畑
打
つ　
　
　
　
　
　
　

宮
﨑　

チ
ク

な
つ
か
し
き
神
の
無
患
子
頂
き
ぬ　
　
　
　
　

安
武
く
に
子

打
ち
寄
せ
て
田
水
の
飛
沫
青
嵐　
　
　
　
　
　

本
田　

髙
幹
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成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
の
対
象
者
は
表
の
と
お

り
で
す
。
表
の
対
象
者
に
加
え
、
60
歳

以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、
心
臓
、
腎
臓
、

呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常

生
活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度

の
障
害
や
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
ィ
ル
ス
に

よ
る
免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と

ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
害
が
あ
る
人

も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
対
象
者
に
対
し
て
、
す
で

に
通
知
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
詳

細
に
つ
い
て
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
過
去
に
成
人
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る

方
は
定
期
接
種
の
対
象
外
と
な
り
ま
す

の
で
、
保
健
師
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

肺
炎
は
日
本
人
の
死
因
の
第
３
位
で

あ
り
、
死
亡
者
の
95
％
以
上
が
65
歳
以

上
の
人
で
す
。
肺
炎
で
一
番
多
い
病
原

菌
は
肺
炎
球
菌
で
す
。
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
て
お
く
と
、
肺
炎
の
予

防
や
肺
炎
に
か
か
っ
て
も
軽
い
症
状
で

す
む
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
接
種
さ

れ
た
こ
と
が
な
い
方
は
、
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

■
接
種
で
き
る
医
療
機
関

　

蓮
田
医
院
、
お
お
む
ら
内
科

　

小
国
公
立
病
院
、
お
ぐ
に
整
形
外
科

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

■
接
種
料
金

２
千
円

母
子
保
健
推
進
員
さ
ん
の
紹
介

　

母
子
保
健
推
進
員
と
は
、
お
母
さ
ん

と
お
子
さ
ん
の
健
康
や
子
育
て
を
応
援

す
る
た
め
に
、
町
が
委
嘱
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

平
成
27
～
28
年
度
の
２
年
間
は
、
次

の
10
名
に
母
子
保
健
推
進
員
と
し
て
活

動
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

○
赤
馬
場
地
区

　
穴
井
　
五
月
さ
ん

　
手
嶋
　
枝
里
子
さ
ん

　
渡
邊
　
ホ
ウ
子
さ
ん

○
中
原
地
区

　
秋
吉
　
京
子
さ
ん

　
下
城
　
知
奈
美
さ
ん

　
武
田
　
サ
エ
さ
ん

○
満
願
寺
地
区

　
井
　
　
悦
子
さ
ん

　
北
里
　
典
子
さ
ん

　
佐
藤
　
理
惠
子
さ
ん

　
髙
村
　
た
づ
子
さ
ん

　

健
診
の
お
手
伝
い
を
含
め
て
、
お
母

さ
ん
た
ち
が
抱
え
る
困
り
ご
と
や
不
安

を
な
く
す
た
め
に
保
健
師
と
一
緒
に
活

動
し
て
い
き
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

６
月
４
日
～
10
日
は
歯
の
衛
生
週
間

　

歯
と
口
の
健
康
に
関
す
る
正
し
い
知

識
の
普
及
啓
発
や
歯
周
病
な
ど
の
予
防

に
関
す
る
適
切
な
生
活
習
慣
の
定
着
、

歯
周
病
な
ど
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

の
徹
底
に
よ
り
、
健
康
の
保
持
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
食
後
の
歯
磨
き
は
で
き
て

い
ま
す
か
。
大
事
な
イ
ベ
ン
ト
の
前
に

歯
が
痛
く
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
お
や
つ
を
食
べ
る
量
と
時
間
・
歯

の
質
・
細
菌
に
よ
っ
て
む
し
歯
に
な
り

ま
す
。
む
し
歯
が
酷
く
な
る
と
、
食
べ

ら
れ
な
い
、
元
気
が
出
な
い
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
症
状
が
現
れ
、
場
合
に
よ
っ

て
は
寝
た
き
り
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
一
人
一
人
が
む
し
歯
予
防
に
努
め
、

み
ん
な
で
歯
の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◆
む
し
歯
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

①
お
や
つ
や
ジ
ュ
ー
ス
の
摂
り
す
ぎ
に

注
意
す
る
。
食
べ
る
時
間
も
大
切
で

す
。

②
食
後
の
歯
磨
き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

③
年
に
１
回
、
歯
医
者
さ
ん
に
口
腔
の

状
態
を
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113

年齢 対象生年月日

65 歳 昭和 26 年 4 月 2 日生～昭和 27 年 4 月 1 日生の方

70 歳 昭和 21 年 4 月 2 日生～昭和 22 年 4 月 1 日生の方

75 歳 昭和 16 年 4 月 2 日生～昭和 17 年 4 月１日生の方

80 歳 昭和 11 年 4 月 2 日生～昭和 12 年 4 月１日生の方

85 歳 昭和 6 年 4 月 2 日生～昭和 7 年 4 月１日生の方

90 歳 大正 15 年 4 月 2 日生～昭和 02 年 4 月１日生の方

95 歳 大正 10 年 4 月 2 日生～大正 11 年 4 月１日生の方

100 歳 大正 5 年 4 月 2 日生～大正 6 年 4 月１日生の方
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○
各
種
税
納
期
限
の
延
長
に
つ
い
て

　

南
小
国
町
で
は
、
今
回
の
熊
本
地
震

に
よ
る
被
災
状
況
を
考
慮
し
、
次
の
税

の
申
告
期
限
お
よ
び
納
期
限
に
つ
い
て

延
長
を
行
い
ま
す
。

軽
自
動
車
税

（
平
成
28
年
度
課
税
分
）

【
納
期
】
平
成
28
年
8
月
1
日

固
定
資
産
税

（
平
成
28
年
度
課
税
分
）

【
納
期
】

第
1
期　

平
成
28
年
8
月
1
日

第
2
期　

平
成
28
年
9
月
30
日

第
3
期　

平
成
28
年
11
月
30
日

第
4
期　

平
成
29
年
1
月
31
日

法
人
町
民
税

平
成
28
年
2
月
・
3
月
決
算
分

（
確
定
申
告
）

平
成
28
年
8
月
・
9
月
決
算
分

（
予
定
申
告
）

【
申
告
期
限
お
よ
び
納
期
】

　
　
　
　

平
成
28
年
6
月
30
日

入
湯
税
（
平
成
28
年
4
月
分
）

【
申
告
期
限
お
よ
び
納
期
】

　

平
成
28
年
6
月
15
日

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
税
務
署
　
※
自
動
音
声
案
内

☎（
２
２
）０
５
５
１

○
税
務
職
員
採
用
試
験
受
験
者
募
集

　

人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国
税
局

で
は
、
税
務
職
員
採
用
試
験
の
受
験
者

を
募
集
し
ま
す
。

　

申
込
受
付
は
平
成
28
年
6
月
20
日

（
月
）
か
ら
開
始
し
ま
す
の
で
、
受
験

資
格
等
お
よ
び
受
験
申
込
の
詳
細
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
試
験
概
要

税
務
職
員
採
用
試
験

検
索

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
次
の
と
こ
ろ
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
込
受
付
期
間
お
よ
び
申
込

先
は
、
申
込
方
法
お
よ
び
希
望
す
る
第

１
次
試
験
地
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
人
事
院
九
州
事
務
局

　

☎
０
９
２（
４
３
１
）７
７
３
３

■
熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修

係

　

☎
０
９
６（
３
５
４
）６
１
７
１

内
線
６
０
４
６

■
阿
蘇
税
務
署　

※
自
動
音
声
案
内

　

☎
０
９
６
７（
２
２
）０
５
５
１

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1113

平成 28年度　月別納付税目一覧表 ※○の印が納める月です。

軽自動車税 固定資産税
町県民税 国民健康保険税

納付期限
（口座振替）納付書

・口座 年金差引き 納付書
・口座 年金差引き

４月 ○ ○
５月 5/31

６月 ○ ○ ○ ○ 6/30

７月 ○ ○ ○ 8/1

８月 ○ ○ ○ ○ 8/31

９月 ○ ○ 9/30

10 月 ○ ○ ○ ○ 10/31

11 月 ○ ○ 11/30

12 月 ○ ○ ○ ○ 12/26

１月 ○ ○ 1/31

２月 ○ ○ ○ 2/28

３月 ○ 3/31

※町県民税の給与天引き（特別徴収）は６月分から翌５月分までの 12回で納めることになります。
　納期限は翌月の 10日です。
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被災された国民年金保険者の皆様へ 

国民年金保険料の免除および口座振替についてのお知らせ 

 

 

 熊本県熊本地方を震源とする地震により被災された皆様に心からお見舞い

申し上げますとともに、一日も早い復興をお祈りいたします。 

 

１ 熊本地震で被災し、住宅、家財、その他の財産について、おおむね２分の

１以上の損害を受けられた方などは、ご本人からの申請に基づき、国民年金保

険料が全額免除または一部の免除を受けることができます。 

 

２ 免除となる対象者の範囲の詳細や申請手続きについては、市区町村または

お近くの年金事務所へお問い合わせください。 

 

３ 保険料の口座振替を利用されている方で、被災により今後の保険料納付が

困難な方は、口座振替の停止手続きをとっていただく必要がありますので、速

やかにお近くの年金事務所へご相談ください。 

 

■問い合わせ 熊本東年金事務所 ☎０９６（３６７）２５０３ 
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「
ダ
メ
・
ゼ
ッ
タ
イ
」

薬
物
乱
用
を
防
止
し
よ
う
！

【
薬
物
乱
用
の
恐
ろ
し
さ
】

　

覚
醒
剤
を
は
じ
め
と
す
る
薬
物
の
乱

用
は
、
精
神
と
体
の
両
面
を
、
深
く
致

命
的
に
破
壊
し
ま
す
。

　

脳
の
正
常
な
発
達
を
止
め
て
し
ま

い
、
乱
用
に
よ
り
精
神
障
害
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。

　
「
一
度
だ
け
」
の
つ
も
り
で
も
、
量

や
回
数
が
増
え
、
自
分
の
意
志
で
は
止

め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
最
悪
の

場
合
は
死
に
至
る
ほ
か
、
殺
人
、
強
盗
、

放
火
な
ど
の
凶
悪
な
犯
罪
や
重
大
な
交

通
事
故
な
ど
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

※
「
合
法
ハ
ー
ブ
」「
合
法
ド
ラ
ッ
グ
」

「
お
香
」「
ア
ロ
マ
」
な
ど

と
い
う
表
現
に
騙
さ
れ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

【
相
談
は
早
め
に
遠
慮
な
く
】

■
覚
醒
剤
相
談
電
話

☎
０
９
６（
３
８
４
）４
４
４
４

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

外
国
人
の
不
法
就
労
・
滞
在
の

防
止
に
ご
協
力
を
！

ス
ナ
ッ
ク
な
ど
の
風
俗
営
業
を
営
む
皆

さ
ん
へ

　

興
業
資
格（
ダ
ン
サ
ー
や
シ
ン
ガ
ー
）

で
入
国
し
た
外
国
人
を
ホ
ス
テ
ス
と
し

て
接
客
業
務
に
従
事
さ
せ
れ
ば
、
法
律

違
反
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
雇
用
す
る
時
は
、
適
正
な
業
者

か
ら
斡
旋
を
受
け
適
切
な
雇
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

研
修
生
、
技
能
実
習
生
の
受
入
企
業
の

皆
さ
ん
へ

　

日
常
の
生
活
指
導
、
研
修
、
技
能
実

習
等
の
終
了
後
に
確
実
な
帰
国
の
確
保

が
で
き
る
よ
う
責
任
あ
る
受
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
不
法
就
労
者
の
中
に
は
、偽
装
結
婚
、

偽
装
認
知
な
ど
を
行
い
正
規
滞
在
者
を

装
う
人
も
多
く
、
最
近
の
傾
向
と
し
て

は
、
国
籍
の
多
様
化
、
不
法
就
労
期
間

の
長
期
化
、
地
方
都
市
へ
の
拡
散
化
な

ど
が
み
ら
れ
ま
す
。

地
震
、
豪
雨
に
よ
る

土
砂
災
害
に
備
え
て

　

今
年
も
梅
雨
が
近
づ
き
、
水
害
が
心

配
さ
れ
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
今
年

は
、
熊
本
地
震
に
よ
り
地
盤
が
緩
み
土

砂
災
害
が
起
き
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。
地
震
、
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
に

備
え
、
家
族
と
災
害
時
の
行
動
や
避
難

所
に
つ
い
て
話
し
合
い
早
め
の
避
難
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

土
砂
災
害
の
種
類
と
危
険
を

知
ら
せ
る
前
ぶ
れ
に
つ
い
て

　

土
砂
災
害
に
は
大
き
く
分
け
て
、
土

石
流
、
が
け
崩
れ
、
地
滑
り
の
三
種
類

が
あ
り
ま
す
。

土
石
流

●
遠
雷
の
よ
う
な
音
、
地
鳴
り
や
山
鳴

り
が
す
る
。

●
雨
が
降
っ
て
い
る
の
に
川
の
水
位
が

下
が
る
。

●
川
の
水
が
急
に
濁
る
。

が
け
崩
れ

●
が
け
か
ら
の
水
が
濁
る
。

●
が
け
に
亀
裂
が
入
る
。

●
小
石
が
バ
ラ
バ
ラ
落
ち
て
く
る
。

●
樹
木
が
揺
れ
た
り
、倒
れ
た
り
す
る
。

●
普
段
か
ら
流
れ
て
い
る
湧
水
の
量

が
、
急
に
止
ま
る
。

地
滑
り

●
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る
。

●
水
面
や
井
戸
の
水
が
濁
る
。

●
斜
面
か
ら
水
が
噴
き
出
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
象
を
察
知
し
た
場
合

は
、
土
砂
災
害
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
直
ち
に

周
り
の
人
と
安
全

な
場
所
へ
避
難
し

て
く
だ
さ
い
。

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110

広報きよら 2016.6
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４
月
14
日（
木
）、
16
日（
金
）

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

熊
本
地
震
、
そ
の
後
も
余
震
が

続
い
て
い
る
中
で
、
５
月
21
日

（
土
）に
予
定
さ
れ
て
い
た
南
小

国
中
学
校
の
体
育
大
会
が
、
実

施
で
き
る
の
か
不
安
で
し
た
。

特
に
、
運
動
場
の
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
が
あ
る
上
部
の
土
手
に
大
き

な
亀
裂
が
あ
り
、
生
徒
た
ち
の

安
全
確
保
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
。
役
場
建
設
課
で
は
、
専
門

業
者
に
見
て
も
ら
い
、
少
し
で

も
地
面
が
動
い
た
ら
、
赤
い
ラ

ン
プ
が
点
滅
し
、
サ
イ
レ
ン
が

な
る
セ
ン
サ
ー
を
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
学
校
で
も
全
体
練
習
中

に
予
告
な
し
で
避
難
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
そ
の
時

い
ま
し
た
が
、
整
然
と
校
舎
裏

に
整
列
し
た
生
徒
た
ち
を
見
て
、

少
し
は
安
心
し
た
も
の
で
す
。

　

さ
て
い
よ
い
よ
本
番
、
素
晴

ら
し
い
天
気
に
恵
ま
れ
、
体
育

大
会
の
入
場
行
進
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
中
学
校
の
体
育
大

会
が
成
功
す
る
か
ど
う
か
は
、

応
援
団
長
が
に
ぎ
っ
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
当
日
の
朝
、

２
人
の
団
長
に
意
気
込
み
を
聞

い
て
み
ま
し
た
。

　

赤
団
の
団
長
、
河
津
百
香
さ

ん
は
「
み
ん
な
が
後
悔
し
な
い

よ
う
に
闘
う
」
と
応
え
白
団
の

団
長
、
日
野
虎
太
郎
君
は
「
力

を
合
わ
せ
、
や
り
き
り
た
い
」

と
応
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

「『
笑
顔
』
～
今　

支
え
合
い　

結
び
合
う
絆
～
」
で
す
。
開
会

式
で
感
心
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
指
令
台
の
上
で

話
す
人
の
方
に
一
斉
に
体
を
向

け
た
こ
と
で
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
１
番
は
１
年
女

子
に
よ
る
１
０
０
ｍ
走
で
す
。

走
る
人
、
一
人
一
人
の
名
前
が

呼
ば
れ
ま
す
。
呼
ば
れ
た
生
徒

は
、
大
き
な
声
で
返
事
し
、
一

緒
に
「
お
ね
が
い
し
ま
す
。」

と
言
い
ま
す
。
走
り
終
わ
っ
た

ら
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。」
と
全
員
で
言
い
ま
す
。

な
ん
と
気
持
ち
の
良
い
光
景
で

し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
み
ん
な

全
力
で
走
り
ま
す
。

　

ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
沿
っ
た
す
ば
ら
し
い
演

技
で
し
た
。
私
が
も
っ
と
も
感

動
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
４
番
応

援
団
演
技
を
紹
介
し
ま
す
。
練

習
の
時
か
ら
ず
っ
と
見
て
い
ま

し
た
が
、
最
初
の
こ
ろ
は
、
な

か
な
か
そ
ろ
わ
ず
上
手
く
い
き

ま
せ
ん
。
２
人
の
団
長
か
ら
厳

し
い
言
葉
が
で
ま
す
。「
や
る

き
あ
る
と
や
」「
気
持
ち
を
合

わ
せ
ん
と
、時
間
が
な
い
と
よ
」

日
を
追
う
ご
と
に
良
く
な
っ
て

い
く
の
が
わ
か
り
ま
す
。
本
番

は
、
両
団
と
も
制
限
時
間
内
に

終
わ
り
、
素
晴
ら
し
い
で
き
で

し
た
。
私
は
、
審
査
員
の
１
人

で
し
た
が
、
ど
ち
ら
に
入
れ
る

か
、
た
い
へ
ん
迷
い
ま
し
た
。

演
技
が
終
わ
っ
た
ら
、
両
団
長

が
中
央
に
現
れ
、
そ
の
後
ろ
に

全
員
が
整
列
し
ま
し
た
。
何
が

始
ま
る
か
な
と
思
っ
た
ら
、
団

長
が
「
が
ん
ば
ろ
う
南
小
国
」

「
負
け
ん
ば
い
熊
本
」
と
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。
後
ろ
の
生

徒
数
名
が
「
が
ん
ば
ろ
う
南
小

国
」「
負
け
ん
ば
い
熊
本
」
と

書
い
た
看
板
を
掲
げ
ま
し
た
。

益
城
に
家
が
あ
る
私
も
被
災
者

の
１
人
で
す
。
ジ
ー
ン
と
き
ま

し
た
。
そ
し
て「
が
ん
ば
ろ
う
」

と
い
う
気
持
ち
が
自
然
と
湧
い

て
き
ま
し
た
。

　

23
日
（
月
）
に
２
人
の
団
長

に
「
体
育
大
会
は
ど
う
で
し
た

か
」
と
聞
き
ま
し
た
。
河
津
団

長
は
「
負
け
た
け
ど
み
ん
な
が

が
ん
ば
っ
て
く
れ
た
の
で
良

か
っ
た
で
す
。」
日
野
団
長
は

「
力
を
合
わ
せ
優
勝
で
き
た
の

で
良
か
っ
た
で
す
」
と
応
え
ま

し
た
。

　

体
育
大
会
で
身
に
付
け
た
結

び
合
う
絆
が
こ
れ
か
ら
の
中
学

校
生
活
に
活
き
る
こ
と
を
大
い

に
期
待
し
ま
す
。

    
ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

147

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047

　
が
ん
ば
ろ
う
南
小
国
！
負
け
ん
ば
い
熊
本
！

学
校
教
育
・
人
権
教
育
指
導
員
　
倉
岡
　
巧た

く
み　選手宣誓

エール
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熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

小
国
郷
の
被
害
は
、
益
城
町
や
阿
蘇

の
他
の
地
域
よ
り
は
限
定
的
で
あ
り
、

５
月
に
入
り
、
一
見
小
国
郷
は
平
和
な

空
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見

え
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
失
っ
た
も
の
を

取
り
戻
す
に
は
、
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か

か
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

４
月
14
日
の
地
震
（
前
震
）
は
、
特

に
大
き
な
被
害
も
な
く
、
15
日
の
外
来

は
混
乱
も
な
く
、
通
常
通
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
16
日
の
夜
中
に
起
こ
っ
た

地
震
（
本
震
）
は
、
小
国
も
か
な
り
強

い
揺
れ
で
、
病
院
は
し
ば
ら
く
停
電

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
間

は
、
非
常
電
源
が
動
い
て
お
り
、
医
療

機
器
に
は
異
常
は
生
じ
ず
、
患
者
様
の

命
に
関
わ
る
事
故
は
起
こ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
幸
い
、
数
十
分
で
電
気
が
復
旧

し
、
ガ
ス
・
水
道
も
保
た
れ
て
い
た
た

め
、
公
立
病
院
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

心
配
は
必
要
な
く
、
入
院
患
者
様
の
医

療
に
は
大
き
な
混
乱
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

本
震
後
、
16
日
は
時
間
外
外
来
の
受

診
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
の

で
、
小
国
在
住
の
管
理
職
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
は
非
常
出
勤
い
た
し

ま
し
た
が
、
が
け
崩
れ
で
多
く
の
道
路

が
通
行
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
ほ

と
ん
ど
の
医
師
が
小
国
に
到
達
で
き
な

い
と
い
う
事
態
が
起
こ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
小
国
郷
の
開
業
医
の
先
生
に
お

声
掛
け
さ
せ
て
頂
き
、
大
村
先
生
・
梅

田
先
生
・
辻
先
生
に
も
公
立
病
院
の
診

療
を
お
手
伝
い
頂
き
、
通
常
の
倍
以
上

の
患
者
様
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
、
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

地
震
で
の
道
路
の
寸
断
が
、
医
療
物

資
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
も
あ
り
ま

し
た
が
、
幸
い
、
熊
本
や
福
岡
か
ら
の

ル
ー
ト
の
復
旧
が
早
く
、
物
資
不
足
に

よ
る
混
乱
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
今
回
の
地
震
が
公

立
病
院
の
医
療
体
制
に
与
え
た
影
響

は
、
結
果
的

に
は
非
常
に

少
な
か
っ
た

と
考
え
て
い

ま
す
。

　

お
ぐ
に
老

人
保
健
施
設

は
、
発
災
後

一
人
暮
ら
し

の
人
を
中
心
に
電
話
で
安
否
確
認
を
行

い
、
必
要
な
人
に
は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

の
利
用
を
勧
め
、
７
人
を
受
け
入
れ
ま

し
た
。
ま
た
、小
国
町
と
の
協
定
で「
福

祉
避
難
所
」
と
し
て
の
役
割
も
担
い
ま

し
た
。
福
祉
避
難
所
と
は
、
一
般
の
避

難
所
で
は
生
活
が
困
難
な
要
介
護
者
や

高
齢
者
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
も
の

で
、
こ
れ
ま
で
３
世
帯
の
人
が
利
用
さ

れ
ま
し
た
。
福
祉
避
難
所
と
し
て
専
門

職
が
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
の
で
、
利

用
者
か
ら
は
「
安
心
で
き
ま
す
」
と
い

う
声
を
頂
き
ま
し
た
。

　

地
震
は
小
国
郷
の
住
民
の
健
康
に
少

な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
震

災
の
ス
ト
レ

ス
に
身
体
が

つ
い
て
い
け

ず
、
具
合
が

悪
く
な
ら
れ

る
人
も
多
く

み
ら
れ
、
一

時
的
、
小
国

の
介
護
施
設

は
臨
時
の
利
用
者
で
い
っ
ぱ
い
に
な

り
、
公
立
病
院
の
病
床
も
満
床
に
近
い

状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
国
郷
の
避
難
所
の
状
況
を
把
握

す
る
た
め
に
、
４
月
19
日
と
21
日
に
ス

タ
ッ
フ
10
人
程
度
で
、
小
国
町
と
南
小

国
町
の
避
難
所
を
巡
回
し
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
人
が
非
難
さ
れ
て
お
り
、
環

境
と
し
て
は
か
な
り
の
ス
ト
レ
ス
の
多

い
も
の
で
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
皆
さ

ん
の
顔
に
笑
顔
が
あ
っ
た
の
が
印
象
的

で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
に
は
具

合
が
悪
い
人
も
お
ら
れ
、
公
立
病
院
を

受
診
し
て
頂
き
ま
し
た
が
、
幸
い
大
事

に
い
た
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

５
月
に
入
り
、
避
難
所
で
暮
ら
さ
れ

て
い
る
人
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
車
内
泊
を
長
く
継
続
さ
れ
た

人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
の
発

症
予
防
を
含
め
て
、
災
害
時
の
自
己
健

康
管
理
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会
に
考
え

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

平
成
28
年
熊
本
地
震　

―
―
そ
の
時
小
国
公
立
病
院
は

地震関連利用者数
（平成28年5月15日現在）

■小国公立病院

・地震関連受診総数：85人

・入院：8人

・救急車：6台

■おぐ老人保険施設

・ショートステイ受入：7人

・避難世帯受入：３世帯

お知らせ
　 ６ 月 よ り 、 ご 要 望 の 多

かった午後の外来診察を開

始致します。

　午後の当番医師が、14時

から16時までの診察にあた

ります。

　午後もお気軽に公立病院

をご利用下さい。

小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１
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元
気
発
信
　
南
中
体
育
大
会

　

５
月
21
日
（
土
）、
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
『
笑
顔
』
～
今
、
支
え
合
い
、
結
び

合
う
絆
～
の
も
と
、
ふ
る
さ
と
南
小
国

町
、
熊
本
県
に
、
こ
こ
南
小
国
中
か
ら

「
笑
顔
」と「
元
気
」を
発
信
し
よ
う
と
、

体
育
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

生
徒
は
、
最
高
の
笑
顔
と
真
剣
な
走

り
、
演
技
で
、
目
標
を
見
事
達
成
し
て

く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

被
災
さ
れ
た
方
々
は
、
い
ま
だ
に
不

安
な
思
い
を
抱
か
れ
過
ご
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
、
生
徒
た
ち
の
元
気
を
南
中

か
ら
発
信
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。

新
任
式
・
始
業
式
・
入
学
式

　

４
月
８
日（
金
）は
、
午
前
中
に
新
任

式
・
始
業
式
が
あ
り
、
午
後
か
ら
は
入

学
式
が
あ
り
ま
し
た
。
新
任
式
で
は
、

新
し
く
小
国
高
校
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

先
生
方
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
生
徒

は
新
し
い
先
生
方
を
大
き
な
拍
手
で
迎

え
歓
迎
の
意
を
示
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
の
始
業
式
で
の
校
長
講
話
で
は
、

「
小
国
高
校
に
来
て
良
か
っ
た
、
小
国

高
校
に
や
っ
て
良
か
っ
た
、
小
国
高
校

に
勤
め
て
よ
か
っ
た
、
そ
し
て
、
小
国

高
校
が
こ
こ
に
あ
っ
て
よ
か
っ
た
と
思

え
る
学
校
に
し
て
い
き
た
い
。」
と
話

が
あ
り
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
気
を
引

き
締
め
た
様
子
で
式
に
臨
ん
で
い
ま
し

た
。
ま
た
こ
の
場
で
２
・
３
年
生
の
担

任
発
表
も
あ
り
ま

し
た
。

　

午
後
か
ら
の
入

学
式
で
は
、
緊

張
の
面
持
ち
で
真

新
し
い
制
服
を
ま

と
っ
た
新
入
生
49

名
が
入
学
を
許
可

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
初
め
て
の

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
は
少
し
緊
張
が
ほ
ぐ

れ
た
様
子
で
真
剣
に
担
任
の
先
生
の
話

を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
保
護
者

の
皆
さ
ん
も
生
徒
と
一
緒
に
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
に
参
加
し
、
学
校
生
活
に
つ
い

て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

対　

面　

式

　

４
月
11
日（
月
）、
対
面
式
と
部
活
動

紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
部
活
動
紹
介

で
は
多
く
の
新
入
生

を
獲
得
す
べ
く
、
ど

の
部
活
動
も
工
夫
を

こ
ら
し
１
年
生
へ
活

動
内
容
の
紹
介
を
し

て
い
ま
し
た
。
練
習

の
様
子
や
作
品
の
紹

介
、
ほ
か
に
も
映
像

や
コ
ン
ト
な
ど
を
披
露
し
た
部
活
動
も

あ
り
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
部
活
動
紹
介
で

し
た
。
部
活
動
紹
介
と
体
験
入
部
を
終

え
て
、
現
在
は
各
部
活
動
に
新
入
部
員

が
入
部
し
、
高
校
総
体
に
向
け
て
、
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

（
文
責
）
校
長
　
林
田
靖
也

南
中
か
ら
の
風

輝
き
と

潤
い
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　黒川温泉街の地蔵堂で、黒川に温泉が湧
き出た由来にもなっているお地蔵様に感謝
する地蔵祭が行われました。地蔵堂は江戸
時代に子どもの身代わりとなった首なし地
蔵を安置した場所とされ、そこから温泉が
湧き出したのが黒川温泉の起源とされてい
ます。地元自治会のメンバーら 30 人が神
事を行い、23 軒の旅館から今年１年間の
無事を祈願し、お湯が奉納されました。ま
た今年は黒川温泉の入湯手形販売 30 周年
を記念し、やまなみ太鼓の勇ましい演奏も
行われ、温泉街は笑顔であふれていました。

　５月 30 日（月）に、りんどうヶ丘小学
校の３・４年生 15 人が田植えを体験し
ました。お米作りを学ぶ授業として実施
されています。行事の多い５年生に代わ
り、昨年から３・４年生の児童達が取り
組み、12 月の餅つき用のもち米を育て
ています。
　田の原の北里さん方の田んぼを借り
て、もち米の苗を手植えしました。
　10 月には稲刈り、脱穀なども体験す
る予定になっています。

　５月 26 日（木）に、市原小学校の全校
児童が８つの班に分かれて、サツマイモ
の苗植えを体験しました。総合的な学習
の一環として、自然に親しみ生産の喜び
を知るねらいで毎年この時期に実施され
ています。
　「紅あずま」と「紅はるか」の２種類
の芋苗を植えました。芋苗植え初体験の
１年生は、６年生がそばについて一緒に
作業する様子も見られました。
　収穫は、今年の 10 月下旬予定です。

―――――黒川温泉地蔵祭り―――――

――――サツマイモ苗植え体験――――

――――――  田植え体験  ――――――
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南小国町役場　新規採用職員紹介
新規採用の６人を紹介します。皆さん、どうぞよろしくお願いします。

■
築
地　

直
也
（
つ
い
じ　

な
お
や
）

19
歳　

建
設
課　

水
道
住
宅
係

　

建
設
課
に
配

属
さ
れ
ま
し
た

築
地
直
也
で
す
。

出
身
は
玉
名
市

で
す
。
南
小
国

町
に
つ
い
て
知

ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
町
民
の
皆
さ
ん
に
接
し

て
い
き
南
小
国
町
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
、
持
ち

前
の
明
る
さ
を
活
か
し
て
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
鎗
水　

百
衣
（
や
り
み
ず　

も
も
え
）

28
歳　

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
係

　

は
じ
め
ま
し

て
。
教
育
委
員

会
に
配
属
に
な

り
ま
し
た
鎗
水

百
衣
で
す
。日
々

多
く
に
こ
と
を

経
験
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
す
が
一
日
一
日
を
大

切
に
し
、
精
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
梅
木　

千
夏
（
う
め
き　

ち
な
つ
）

22
歳　

市
原
保
育
園

　

夢
だ
っ
た
保

育
士
に
な
る
こ

と
が
で
き
て
、

と
て
も
嬉
し
い

で
す
。
こ
れ
か

ら
子
ど
も
た
ち

に
負
け
な
い
元

気
と
パ
ワ
ー
で
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
い
と
思
え
る

保
育
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
切
な
子
ど

も
た
ち
と
頑
張
り
ま
す
。

■
杉　

裕
太
（
す
ぎ　

ゆ
う
た
）

26
歳　

税
務
課　

地
籍
係

　

３
月
ま
で
熊

本
市
内
で
働
い

て
い
ま
し
た
。

本
年
度
か
ら
生

ま
れ
育
っ
た
南

小
国
町
で
働
く

こ
と
が
で
き
て

と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
初
心
を
忘
れ
ず
に
南
小
国

町
の
た
め
に
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
高
藤　

郁
弥
（
た
か
ふ
じ　

ふ
み
や
）

25
歳　

町
民
課　

保
健
衛
生
係

　

こ
の
度
、
町

民
課
保
険
衛
生

係
に
配
属
さ
れ

ま
し
た
高
藤
と

申
し
ま
す
。
町

民
課
と
い
う
こ

と
で
皆
さ
ん
と

顔
を
合
わ
せ
る
機
会
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
皆

さ
ん
と
一
緒
に
南
小
国
町
を
盛
り
上
げ
て
い
け
る

よ
う
全
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
奥　

彰
子
（
お
く　

あ
き
こ
）

35
歳　

市
原
保
育
園

　

園
児
に
と
っ

て
楽
し
い
時
間

（
卒
園
後
何
十
年

経
っ
て
も
は
っ

き
り
記
憶
に

残
っ
て
い
る
よ

う
な
）
を
提
供

で
き
る
保
育
師
に
な
り
た
い
で
す
。子
ど
も
に
と
っ

て
の
最
善
を
常
に
考
え
安
全
な
保
育
を
心
が
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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黒川温泉観光旅館協同組合
https://www.facebook.com/kurokawaonsen/

南小国町観光協会
https://www.facebook.com/minamiogunikanko/

現在、町内外の人に向けた記事をフェイスブックで投稿しています。これからも魅力ある
南小国町をどんどん発信していきたいです！みなさんにとって何気ない日常・風景のこと
であっても、町外の人にとっては魅力あることが多いので、「こんなことあるたい、どう？」
と、気軽にお知らせください♪

黒川温泉 旅館組合での活動がはじまって（山崎）

黒川温泉は５月８日に【入湯
手形 誕生３０周年】と、とても
おめでたい日を迎えました。記
念すべき日に南小国町・黒川
温泉にいれたことを、とてもし
あわせに感じます。

そして、８日には「地蔵祭り」、
１５日には「てがたっきゅう」な
ど、訪れた観光客も混じり、賑
やかな時間が流れました。

南小国町に賑やかさが早く
戻るよう、町外の人に向けて
南小国町が元気だということを
発信していきたいです。

地域おこし協力隊 徒然日誌 第三弾
南小国町観光協会企画の物販イベントへ参加（関口）

山陰中央新報掲載の
物販イベントの様子（右）

５月１５日、南小国町観光協会は島根県大田市において復興へ向けて物販イベントを行
いました。当日は、南小国町のほうれん草をはじめ、熊本県産の特産品やくまモングッズ
などを販売し、たくさんの方に手に取っていただくとともに、励ましのお言葉をいただきまし
た。熊本のために何かしたいと思って下さる方が、たくさんいらっしゃることを改めて実感し
ました。また、ＮＨＫや山陰中央新報に取材いただき、復興へ向けたＰＲ活動をしてきました。

南小国町に戻ってからは、物販イベントで募った熊本地震の義援金を社会福祉協議会に
贈り、その様子を熊本日日新聞に掲載いただきました。

熊本日日新聞掲載の
義援金を手渡す様子（左）

広報きよら 2016.6
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平
成
28
年
度
狩
猟
免
許
試
験

　

狩
猟
免
許
試
験
が
次
の
と
お

り
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
申
請
書
類
の
請
求
先

阿
蘇
地
域
振
興
局
林
務
課

県
庁
自
然
保
護
課

熊
本
県
猟
友
会

■
申
請
書
類
の
提
出
先

【
第
１
回
～
第
４
回
】

阿
蘇
地
域
振
興
局
林
務
課

【
第
５
回
お
よ
び
第
６
回
】

県
庁
自
然
保
護
課

■
申
請
書
類
の
受
付
期
限

試
験
実
施
日
の
10
日
前
に
必
着

※
町
の
狩
猟
免
許
取
得
助
成
金

を
受
け
ら
れ
る
人
は
、
領
収
書

を
保
管
し
役
場
農
林
課
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

阿
蘇
地
域
振
興
局
林
務
課

☎（
２
２
）３
６
４
９

県
環
境
生
活
部
環
境
局
自
然
保

護
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
７
５

熊
本
県
猟
友
会

☎
０
９
６（
３
７
１
）６
６
４
１

※
熊
本
地
震
災
害
の
影
響
な
ど

に
よ
り
会
場
な
ど
を
変
更
せ
ざ

る
を
得
な
い
場
合
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

平
成
28
年
度
労
働
安
全
衛

生
法
に
基
づ
く
免
許
試
験

　

平
成
28
年
８
月
21
日（
日
）に
、

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
各

種
免
許
試
験
を
開
催
し
ま
す
。

※
○
印
の
試
験
は
、
受
験
資
格

を
要
す
る
も
の
で
す
。

※
崇
城
大
学
へ
の
試
験
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
は
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

■
試
験
の
手
数
料
・
振
込
方
法

学
科
試
験
手
数
料
・
各
免
許
試
験

６
８
０
０
円

所
定
の
用
紙
を
使
用
し
郵
便
振

込
ま
た
は
、
近
郊
振
込
に
し
て

く
だ
さ
い
。
現
金
納
入
は
出
来

ま
せ
ん
。

■
受
験
申
請
書
用
紙

左
記
各
受
付
団
体
で
お
求
め
く

だ
さ
い
。（
無
料
）

■
受
験
申
請
書
の
受
付

試
験
の
種
類
ご
と
に
、
次
の
団

体
で
受
け
付
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

九
州
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

午
前
９
時
～
正
午

午
後
１
時
～
午
後
４
時

☎
０
９
４
２（
４
３
）３
３
８
１

熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
水
田

へ
の
作
付
・
経
営
所
得
堰
堤
対
策

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
り

被
害
を
受
け
水
稲
の
作
付
が
行

え
な
い
場
合
に
大
豆
な
ど
の
豆

類
や
野
菜
な
ど
を
栽
培
し
、
販

売
す
る
こ
と
に
よ
り
経
営
所
得

安
定
対
策
な
ど
の
対
象
と
な
り

ま
す
。（
事
前
に
申
請
手
続
き

が
必
要
）

　

ご
不
明
な
点
や
交
付
金
額
な

ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場

農
林
課
農
政
係
ま
た
は
、
南
小

国
町
地
域
農
業
再
生
協
議
会
事

務
局
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

役
場　

農
林
課
農
政
係

☎（
４
２
）１
１
１
４

南
小
国
町
地
域
農
業
再
生
協
議
会

☎（
４
６
）３
２
１
２

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

試験の種類 試験時間 試験場所

○ 第一種衛生管理者 13：00～16：30

崇城大学情報学部（Ｆ号館）
所在地：熊本市西区池田

4-22-1
（試験当日の問い合わせ先：

☎090-8689-4071）

○ 第二種衛生管理者 13：30～16：30

潜水士 10：00～15：30

エックス線作業主任者 10：00～15：30

○ 一級ボイラー技士 10：00～15：30

二級ボイラー技士 13：30～16：30

試　験　日 開始時間 場　　所

第１回 平成28年 7月 9日（土） 午前9時 球磨総合庁舎大会議室

第２回 平成28年 7月24日（日） 午前9時 県林業研究指導所会議室

第３回 平成28年 8月 6日（土） 午前9時 宇城総合庁舎大会議室

第４回 平成28年 8月27日（土） 午前9時 天草総合庁舎大会議室

第５回 平成28年12月25日（日） 午前9時 熊本県庁本館地下大会議室

第６回 平成29年 1月28日（土） 午前9時 熊本県庁本館地下大会議室

試験の種類 受験申請書の受付団体

第一種衛生管理者
一般財団法人　熊本県労働基準協会
所在地：熊本市北区貢町691-1（〒861-5535）
☎：096-245-7821

第二種衛生管理者
潜水士
エックス線作業主任者

一級ボイラー技士 一般財団法人　日本ボイラー協会熊本支部
所在地：熊本市中央区大江6丁目24-13（〒862-0971）
☎：096-362-7775二級ボイラー技士
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皆
さ
ん
の
就
職
活
動
を 

お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
！

　

熊
本
県
で
は
、阿
蘇
地
域
振
興

局
１
階
に
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ・阿
蘇

ブ
ラ
ン
チ
」を
解
説
し
て
い
ま
す
。

　

就
職
に
関
す
る
相
談
な
ど
に

つ
い
て
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
対
象

若
者
ま
た
は
保
護
者
、進
路
指

導
の
先
生
、女
性
、高
齢
者
な
ど

■
内
容

就
職
に
関
す
る
相
談
、
職
業
適

性
診
断
、
履
歴
書
作
成
、
面
接

練
習
な
ど

■
時
間

平
日
：
午
前
10
時
～
午
後
５
時

（
土
・
日
・
祝
祭
日
は
休
み
）

■
問
い
合
わ
せ

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ・
阿
蘇
ブ
ラ
ン
チ

☎（
２
２
）８
１
７
８

南
小
国
町
へ
の
「
ふ
る
さ
と

寄
附
金
」
ご
寄
附
の
お
礼

山
田　

昌
子  

様  

愛
知
県
あ
ま
市

山
本　

保
紀  

様  

岡
山
県
倉
敷
市

斎
藤　

智
治  

様  

東
京
都
府
中
市

深
谷　

徳
彦  

様  

佐
賀
県
吉
野
ヶ
里
町

植
田　

琢
也  

様  

千
葉
県
千
葉
市

石
原
夕
希
子  

様  

福
岡
県
飯
塚
市

葉
山　

惟
大  

様  

東
京
都
中
野
区

加
藤　

豪
三  

様  

愛
知
県
安
城
市

稲
垣　

修
平  

様  

東
京
都
渋
谷
区

尾
崎　

佳
江  

様  

静
岡
県
湖
西
市

井
上　
　

透  
様  

福
岡
県
福
岡
市

山
下　

大
吾  
様  
東
京
都
江
東
区

宇
野　
　

敦  

様  
福
岡
県
福
岡
市

山
下　

好
一  

様  

愛
知
県
豊
川
市

一
木　

大
輔  

様  

福
岡
県
福
岡
市

竹
内　

想
二  

様  

神
奈
川
県
相
模
原
市

秋
永
慎
一
郎  

様  

福
岡
県
筑
紫
野
市

比
嘉　
　

勲  

様  

沖
縄
県
中
城
村

千
葉　

高
史  

様  

東
京
都
杉
並
区

廣
田　

富
幸  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

中
岡　

平
進  

様  

大
阪
府
泉
大
津
市

後
藤　

洋
二  

様  

福
岡
県
太
宰
府
市

斎
藤　
　

勲  

様  

岐
阜
県
多
治
見
市

増
谷　
　

博  

様  

東
京
都
豊
島
区

植
田　

知
文  

様  

埼
玉
県
嵐
山
町

谷　
　

和
夫  

様  

埼
玉
県
所
沢
市

飛
田
功
一
郎  

様  

東
京
都
江
東
区

原
田　

克
也  

様  

東
京
都
豊
島
区

伴　
　
　

愼  

様  

兵
庫
県
西
宮
市

小
野　
　

聡  

様  

福
岡
県
福
岡
市

田
丸　

正
信  

様  

福
岡
県
福
岡
市

小
沢　

里
絵  

様  

東
京
都
調
布
市

宇
都
宮
辰
也  

様  

福
島
県
い
わ
き
市

豊
川　

建
二  

様  

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市

高
橋　

弘
毅  

様  

大
阪
府
吹
田
市

佐
藤　

慶
直  

様  

神
奈
川
県
川
崎
市

森
川　

麗
子  

様  

大
阪
府
大
阪
市

河
田　
　

誠  

様  

東
京
都
江
戸
川
区

湊　
　
　

浩  

様  

京
都
府
京
都
市

湊　
　
　

清  

様  

京
都
府
京
都
市

阿
尾　

浩
和  

様  

兵
庫
県
芦
屋
市

栗
原　

隆
彦  

様  

東
京
都
渋
谷
区

小
森
谷
和
之  

様  

群
馬
県
み
ど
り
市

野
島　
　

洋  

様  

長
崎
県
長
崎
市

松
尾　

繁
展  

様  

愛
知
県
名
古
屋
市

河
津　

博
文  

様  

愛
知
県
春
日
井
市

吉
岡　

孝
満  

様  

静
岡
県
浜
松
市

山
下　

浩
司  

様  

東
京
都
世
田
谷
区

金
子
高
一
郎  

様  

千
葉
県
市
川
市

戸
井　

紀
路  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

吉
田　

順
治  

様  

長
崎
県
佐
世
保
市

姜　
　

昇
浩  

様  

東
京
都
世
田
谷
区

彌
永　

秀
樹  

様  

福
岡
県
福
岡
市

堀
向　

範
子  

様  

東
京
都
目
黒
区

天
田　

和
伸  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

堀
向　

範
子  

様  

東
京
都
目
黒
区

神
澤　

郁
智  

様  

茨
城
県
つ
く
ば
市

中
村　

繁
夫  

様  

千
葉
県
市
川
市

矢
尾　

牧
子  

様  

兵
庫
県
西
宮
市

福
地　

千
歳  

様  

佐
賀
県
佐
賀
市

　

南
小
国
町
の
た
め
に
応
援
、

ま
た
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ

と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
南

小
国
町
の
人
づ
く
り
・
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、多

額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

東　
　

平
和　
様　

大
津
町

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

て
つ
だ

て
つ
だ

ほほ

き
ゅ
う

き
ゅ
う

な
ん
ち
ゃ
く 

も

な
ん
ち
ゃ
く 

も

あ
め
あ
め

て
ん
き

て
ん
き

かか

や
す
や
す

じ　

き

じ　

き

せ
ん
た
く

せ
ん
た
く

て
ん
き

て
ん
き

あ
め
あ
め

せ
ん
た
く
も
の

せ
ん
た
く
も
の

たた

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

【
編
集
後
記
】

　

５
月
に
は
復
興
イ
ベ
ン
ト
が

あ
り
ま
し
た
。
町
内
外
か
ら
多

く
の
人
が
訪
れ
、
食
事
の
振
る

舞
い
や
、
自
然
の
中
で
体
を
動

か
し
た
り
し
て
、
心
も
体
も
癒

さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。そ
し
て
、今
の
季
節
町
内
は
、

緑
が
と
て
も
き
れ
い
で
す
。
押

戸
石
の
丘
や
、
清
流
の
森
、
黒

川
温
泉
街
な
ど
緑
を
感
じ
ら
れ

る
ス
ポ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
息
抜
き
に
、
是
非
訪
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。（
Ｃ
）
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6/
12日

13 月

14 火

15 水 狂犬病予防注射（5 月 10 日延期分）

16 木
心配ごと・行政相談　10：00～12：00　りんどう荘
３歳児健診　13：00～13：15受付
　　　　　　　　　　　小国町老人保健施設２Ｆ
高齢者ミニデイサービス　13：30～　瓜上公民館

17 金 さくら荘ミニデイサービス　13：00～　さくら荘

18 土

19 日

20 月

21 火 子育て広場き☆ら☆ら　10：30～　りんどう荘
 （育児相談・身体測定・きららカフェ） 参加費100円

22 水

23 木 認知症カフェひとよこい　13：00～15：00
　　　　　　　　　　　　小国調剤横旧医院長宅

24 金

25 土

26 日

27 月

28 火 １歳児健診　13：00～13：30受付　管理センター

29 水 献血　10：00～15：30受付　管理センター

30 木
３歳児健診　13：00～13：15受付
　　　　　　　　　　　小国町老人保健施設２Ｆ
国民健康保険税　第１期　納期限
町県民税　第１期　納期限

7/
1金

高齢者ミニデイサービス　9：30～　湯夢プラザ
出張年金相談　10：00～15：00 
　　　　　　　　小国町福祉センター   悠ゆう館
※要予約　熊本東年金事務所　☎096-367-2503
乳児健診　13：00～13：30受付　開発センター

2 土

3 日 南小国町連合小学校集団宿泊教室　～５日

4 月

5 火

6 水

7 木 乳児健診　13：00～13：30受付
　　　　　　　　　　　おぐに老人保健施設２Ｆ

8 金

9 土

10 日

11 月

★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
広
場
き
☆
ら
☆
ら
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

給
食
サ
ー
ビ
ス
…
毎
週
木
曜
日　

問
い
合
わ
せ
…
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

町民カレンダー

戸
籍
の
窓

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

4
／
29　

安
藤
八
千
代（
89
）田　

尻

5
／
6　

東　
ト
シ
子（
90
）矢
津
田
下

5
／
17　

石
橋
眞
智
子（
62
）米　

山

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載

（
敬
称
略
）

町の人口
（4月30日現在）

世帯数　1,771世
帯

（＋１）
　男　　1,990人

（＋１）
　女　　2,242人

（－９）
　計　　4,232人

（－８）
※（ ）は前月比

６月・７月
平成 28 年

今
月
の
表
紙

今
月
の
表
紙
は
、
南
小
国
中

学
校
体
育
大
会
で
の
応
援
団

演
技
の
写
真
で
す
。
両
団
と

も
、
息
の
合
っ
た
と
て
も
迫

力
の
あ
る
演
技
で
し
た
。
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BIRTHDAY
   H

A
PPY

5月
生まれ
希望者
のみ
掲載河津　樹咲 ちゃん

きき ささ

27.5.3生

　（父）秀樹さん

　（母）智美さん

泣き虫なわが家のアイドル。けれども
みんなが笑顔になれます♡このまま
すくすく育ってね。おめでとう１歳！

瓜上

１歳になった赤ちゃんを紹介します。１歳になった赤ちゃんを紹介します。

　大型連休に合わせて瀬の本高原の三愛レストハウスで震災復興支援イベントが行われ、町内外からたくさ
んの観光客が訪れました。
　被災者や地域住民に温かい食事を楽しんでもらい、阿蘇が元気であることをＰＲしようと企画。鉄板焼き
やのっぺ汁など 1,000 食分の食事が無料で振る舞われました。屋外広場では、バンド演奏や、引き馬乗馬
体験などもあり、子どもたちは自然の中で体を動かし楽しんでいる様子でした。

5/1
（日） がんばろう！熊本・阿蘇

震災復興支援イベント

武田　つむぎ ちゃん27.5.3生

　（父）裕樹さん

　（母）育子さん

つむちゃんお誕生日おめでとう！ねえ
ねにチューする顔がたまらなく可愛
いつむちゃんです。姉妹仲よくね 

黒川

井野　碧友 ちゃん
みみ ゆゆ

27.５.28生

　（父）慎也さん

　（母）菜緒さん

いつもお利口さんで皆に優しくてニ
コニコ元気いっぱい。パパとママの子
供に生まれてきてくれてありがとう♡

波居原
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